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【
町
田
・
書
記
・
澤
海
比
可
瑠

記
】
町
田
支
部
は
、
10
月
10
日
に

支
部
会
館
で
拡
大
中
間
決
起
集
会

を
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍
で
分
会
1
人

の
縮
小
開
催
と
し
た
た
め
、
参
加

者
は
28
人
で
し
た
。

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
尾
花
委

員
長
は
、
「
緊
急
事
態
宣
言
も
解

除
さ
れ
た
の
で
、
積
極
的
な
訪
問

・
対
話
を
展
開
し
、
最
後
ま
で
諦

め
ず
に
行
動
を
お
願
い
し
た
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

各
分
会
か
ら
の
報
告

で
は
多
く
の
分
会
か

ら
、
「
宣
言
解
除
を
き

っ
か
け
に
、
訪
問
行
動

を
活
発
化
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
ユ
ニ

デ
ィ
と
交
渉
し
、
店
舗

の
駐
車
場
で
宣
伝
行
動

を
取
り
組
む
と
い
う
分

会
も
あ
り
ま
し
た
。

「
成
果
持
ち
寄
り
」

で
は
、
3
分
会
よ
り
6

人
の
成
果
が
あ
り
、
続

い
て
登
壇
し
た
桑
名
組

織
部
長
か
ら
は
、
10
月

の
分
会
執
行
委
員
会
で

群
長
に
協
力
の
訴
え
を
徹
底
す
る

よ
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
黒
木
副
委
員
長
の
発
声

で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
な
い
、

目
標
達
成
へ
の
決
意
を
固
め
て
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

【
板
橋
・
書
記
・
武
田
栄
一
通

信
員
】
板
橋
支
部
は
秋
の
拡
大
月

間
後
半
戦
を
む
か
え
た
10
月
10
日

に
「
日
曜
行
動
」
を
行
な
い
、
地

域
の
15
分
会
が
取
り
組
み
ま
し

た
。各

分
会
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
て

「
元
気
の
出
る
た
ま
ご
」
と
様
々

な
資
料
の
入
っ
た「
メ
リ
ッ
ト
袋
」

を
も
っ
て
仲
間
を
訪
問
。
拡
大
月

間
へ
の
協
力
を
訴
え
、
コ
ロ
ナ
支

援
金
の
紹
介
や
支
部
開
催
の
フ
ル

ハ
ー
ネ
ス
特
別
教
育
、
後
継
者
対

策
部
主
催
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
＆
Ｂ

Ｂ
Ｑ
企
画
、
火
災
共
済
の
案
内
な

ど
で
対
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
11

月
14
日
に
分
会
ご
と
に
開
催
予
定

の
住
宅
デ
ー
ポ
ス
タ
ー
の
貼
り
出

し
な
ど
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

10
日
ま
で
に
仲
宿
分
会
、
舟
渡

高
島
分
会
が
目
標
達
成
し
て
い
ま

す
。
全
分
会
目
標
達
成
、
年
間
目

標
15
％
を
や
り
き
る
構
え
で
仲
間

へ
の
訪
問
、
そ
し
て
組
合
内
の
事

業
所
訪
問
に
も
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

訪問先で息子さん（中央）
にメリット袋を渡す舟渡
高島分会の仲間

目標達成への決意を固めて「団結ガンバロー」

【
八
王
子
・
設
計
監
理
・
湯
浅

崇
司
記
】
緊
急
事
態
宣
言
中
の
9

月
20
日
、
八
王
子
支
部
シ
ニ
ア
友

の
会
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
秋

の
旅
行
が
実
施
さ
れ
た
。
初
め
て

の
試
み
で
あ
る
こ
の
企
画
、
日
頃

遠
く
て
行
く
こ
と
の
で
き
な
い

「
鹿
児
島
・
南
九
州
市
知
覧
の
旅
」

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
旅
を
し
た
。
行

き
は
新
幹
線
鹿
児
島
中
央
駅
、
こ

こ
か
ら
は
、
待
ち
合
わ
せ
の
観
光

バ
ス
で
雄
大
な
桜
島
、
知
覧
の
茶

畑
を
眺
め
な
が
ら
地
元
の
名
バ
ス

ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
主
目
的
地

の
知
覧
平
和
公
園
に
到
着
。

公
園
で
は
、
ゼ
ロ
戦
特
攻
隊
1

0
3
6
人
分
の
「
灯
篭
（
と
う
ろ

う
）」、
若
い
隊
員
の
遺
書
と
な
っ

た
父
母
へ
の
手
紙
等
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。中
で
も
、ガ
イ
ド
さ
ん

の
朗
読
で
紹
介
さ
れ
た
若
い
隊
員

の
母
親
に
出
し
た
手
紙
で
祖
国
を

守
る
任
務
と
責
任
感
、
母
親
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
、「
ほ
た
る
」に
な

っ
て
母
親
の
元
に
帰
る
決
意
が
私

の
心
に
強
く
響
い
た
。

1
時
間
半
の
短
い
ツ
ア
ー
で
あ

っ
た
が
、
何
か
多
く
の
も
の
を
得

た
旅
行
で
あ
っ
た
。
最
後
に
拡
大

12
人
の
目
標
達
成
を
参
加
者
全
員

で
誓
い
合
っ
て
閉
会
。
後
日
談
だ

が
、
参
加
者
に
配
ら
れ
た
お
土
産

の
鹿
児
島
県
産
「
た
ま
ご
か
け
ご

は
ん
セ
ッ
ト
」
が
絶
品
だ
っ
た
。

【
清
瀬
久

留
米
・
書
記

・
池
﨑
健
司

通
信
員
】
清

瀬
久
留
米
支

部
で
は
、
今

年
で
第
3
回

目
と
な
る

�
き
よ
く
る

俳
句
と
川
柳

コ
ン
ク
ー

ル
�
を
開
催

し
ま
し
た
。

6
月
よ
り

募
集
を
開
始

し
、8
月
末
に
募
集
を
締
め
切
り
、

9
月
の
期
間
で
Ｗ
ｅ
ｂ
、
支
部
掲

示
で
の
投
票
で
俳
句
・
川
柳
各
部

門
で
優
秀
作
品
が
決
定
し
ま
し

た
。入

賞
作
品（
各
部
門
3
作
ず
つ
）

に
つ
き
ま
し
て
は
、
支
部
の
機
関

紙
（
10
月
号
）
な
ど
で
発
表
す
る

予
定
で
す
。

過
去
に
開
催
し
た
2
回
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、
作
品
の
応
募
が
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
事

業
所
の
従
業
員
の
方
の
応
募
も
多

数
あ
り
、
全
体
で
35
人
65
作
品
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

数
あ
る
作
品
の
中
か
ら
、
俳
句

と
川
柳
を
そ
れ
ぞ
れ
1
つ
ず
つ
選

ん
で
の
投
票
と
な
っ
た
の
で
、
支

部
会
館
で
投
票
に
参
加
し
た
仲
間

も
、
悩
み
な
が
ら
選
ん
で
い
ま
し

た
。参

加
い
た
だ
け
る
仲
間
も
少
し

ず
つ
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

も
工
夫
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

ガイドさんのクイズに答える参加者の皆さん

【
多
摩
西
部
・
重
機
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
・
屋
代
庸
秀
記
】
多
摩
西
部

支
部
拝
島
分
会
は
10
月
10
日
、
秋

の
拡
大
決
起
集
会
と
し
て
あ
き
る

野
市
の
「
山
渓
」
に
て
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を

開
催
。
緊
急
事
態
宣
言
も
解
除
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
無
事
行
な
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
分
会
四
役
を
中
心
に
次

期
役
員
候
補
の
若
手
も
多
く
、
総

勢
30
人
の
参
加
。
う
ち
約
半
数
が

20
代
以
下
で
、
レ
ク
の
進
行
や
、

ビ
ン
ゴ
大
会
の
企
画
な
ど
も
青
年

部
長
を
含
め
た
若
手
の
仲
間
に
担

当
を
し
て
も
ら
い
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
区
画
を
貸
し
切
り
開

催
し
た
の
で
、
と
て
も
開
放
感
あ

ふ
れ
る
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
レ
ク

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
楽
し
か
っ
た
」
「
ぜ
ひ
ま
た
開

催
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
喜
び
の
声

が
聞
け
て
、
開
催
を
し
て
良
か
っ

た
な
と
感
じ
ま
し
た
。

秋
の
拡
大
月
間
も
残
り
わ
ず
か

で
す
が
、
今
回
の
レ
ク
を
通
し
て

分
会
の
絆
は
よ
り
深
ま
っ
た
と
思

い
ま
す
の
で
、
分
会
一
丸
と
な
り

目
標
達
成
に
向
け
最
後
ま
で
奮
闘

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

【
台
東
・
書
記
・
松
村
健
司
通
信

員
】
当
初
6
月
に
予
定
し
て
い
た

住
宅
デ
ー
を
順
延
の
末
、
10
月
3

日
に
開
催
。
飲
食
等
の
模
擬
店
は

行
な
わ
ず
、
会
場
は
1
カ
所
の
み

に
設
定
、
支
部
会
館
隣
り
の
朝
日

弁
財
天
公
園
で
実
施
し
ま
し
た
。

事
前
に
小
型
イ
ス
の
製
作
過
程

を
動
画
で
撮
影
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

木
工
教
室
を
企
画
。
会
場
で
は
イ

ス
の
作
成
キ
ッ
ト
と
動
画
案
内
チ

ラ
シ
を
用
意
し
、
作
っ
た
イ
ス
の

写
真
を
支
部
に
送
っ
て
く
れ
た
方

へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
企
画
、
親
子

中
心
に
声
掛
け
し
た
と
こ
ろ
、
16

セ
ッ
ト
用
意
し
た
木
工
キ
ッ
ト
は

午
前
中
で
完
売
に
な
り
ま
し
た
。

区
の
起
震
車
に
も
協
力
い
た
だ

き
、
震
度
6
強
の
揺
れ
を
再
現
し

ま
し
た
。
実
際
に
親
子
で
体
験
し

た
来
場
者
か
ら
は
「
初
め
て
体
感

す
る
大
き
な
揺
れ
で
、
と
て
も
怖

か
っ
た
。
で
も
貴
重
な
経
験
に
な

っ
た
」
と
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
ジ

ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
体

験
、
防
災
グ
ッ
ズ
や

非
常
食
の
展
示
も
行

な
い
、
災
害
時
に
対

す
る
備
え
の
重
要
性

を
区
民
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
来
場
者
数
57

組
、住
宅
相
談
2
件
、

包
丁
研
ぎ
71
丁
で
し

た
。

支部会館の壁一面に貼り
出した応募作品

分会一丸となっての奮闘を誓う

起震車で震度6の揺れを体験する親子

宣
言
明
け
て
、
エ
ン
ジ
ン
フ
ル
稼
働

宣
言
明
け
て
、
エ
ン
ジ
ン
フ
ル
稼
働

シ
ニ
ア
が
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行

若手多数参加でＢＢＱ

八王子

分会の絆深まる

知
覧
で
平
和
の
尊
さ
学
ぶ

「最後まで諦めずに」
中間決起に６人持ち寄り

多
摩
西
部

・
拝
島

町
田

木
工
キ
ッ
ト
は
完
売

台東

防
災
も
訴
え
た
住
宅
デ
ー

日
曜
行
動
で
仲
間
を
訪
問

板橋

全
分
会
達
成
め
ざ
す

３回目のコンクール
俳句・川柳で６５作の応募

清

瀬

久
留
米

求

人

求

職


